
















3．遺物出土状況（第6 ． 7図第2 ． 3表図版1下）

今回の調査で出土した遺物は計279点で、その内訳は土器58点、石器221点である。

土器は縄文時代のもので早期の押型文土器、塞ノ神式土器が多い。土器はI層からⅣ層にわ

たって出土するが、 I層とII層の一部のものは削平により原位置を留めていないものと思われ

る。 III層とⅣ層はクラックが発達しており、そこから出土する土器はそのクラックに落ち込ん

だものである。明らかに原位置を留めているのは第1文化層(II層）出土の一部に限られる。

石器は砕片138点、剥片61点、石核2点、製品20点が出土した。第1文化層からは砕片45点、

剥片21点、石鑑7点、石鍼未製品1点、スクレイパー1点が、第2文化層からは砕片29点、剥

片5点、細石刃4点、細石刃核1点が、第3文化層からは砕片18点、剥片12点、石核1点、ナ

イフ形石器1点、台形石器1点、彫器1点が、第4文化層からは砕片11点、剥片7点が、第5

文化層からは砕片2点、剥片2点、ナイフ形石器1点が、第6文化層からは砕片1点、剥片5

点、台形様石器1点がそれぞれ出土する。

以下各文化層毎に具体的な出土状況をみていく。

第1文化層(II層）からは石鍍、石鑑未製品、スクレイパーが出土した。いずれも安山岩製

であり、他の石材を素材に用いた製品はみられない。 6つの文化層中で最も安山岩の出土が多

い。

第2文化層(III層）からは細石刃核、細石刃が出土した。いずれも漆黒色黒曜石製であり、

他の石材を素材に用いた製品はみられない。

第3文化層(W-a層）からは百花台型台形石器(')が出土した。出土点数はF－5グリッドか

らの1点のみで、前回調査分とあわせても出土範囲は3m四方におさまる。その台形石器とほ

ぼ同レベルでナイフ形石器、彫器が出土している。またG－4 ． 5グリッドにかけてやや大き

めの角礫が2点出土している。

第4文化層(N-b層)からは定型石器の出土はないが、 C-1 ． 2，G－1 ． 2グリッドよ

り安山岩を主な石材とする剥片・砕片が出土した。

第5文化層(V-a層)からは、 K-1グリッドにおいて層の堆積状況を確認するために深掘

りをおこなった2×0.5mの範囲内よりナイフ形石器が単独で出土した。 しかし調査面積ｶ叡狭

く、出土点数が少ないためこの文化層の内容は今のところはっきりしない。

第6文化層（Ⅶ－a,W-b層）からはC-1グリッドより台形様石器を出土する。この台形

様石器は漆黒色黒暇石製であるが、伴出する剥片は風化の激しい黒硴石・シルト質頁岩・砂岩

製である。

各グリッドにおける遺物の出土状況、および掘り下げ状況は第3表に記すとおりである。

土器出土状

況

石器出土状

況

第1文化層

第2文化層

第3文化層

第4文化層

第5文化層

第6文化層

註(1)前回の報告では、出土した台形石器を百花台型台形石器との素材の用いかたなどの違いによl)百

花台型台形石器類似資料としているが、今回はそれを石材の違いによる地域的変異として百花台

型台形石器と捉える。
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出土遺物
一
一
一

1 ．土器（第8図第4表図版3中）

1 ．20．25がI層、 2 ． 5 ． 10． 14～16． 19． 24がII層（第1文化層）から出土した。 3 ･

4 ． 6～9 ． 11～13． 17． 18．21～23．26は採集品である。

押型文土器（1～8） 1～4は山形押型文、 5～8は楕円押型文である。 1は外面に山形文

を斜走させる。 2は外面と内面上部に山形文を横走させる。内面と外面の文様は異なる施文具

で施文される。 3はやや角度のある山形文を縦位に施す。 4は丸みを帯びた山形文を横走させ

る。 7は外面に3～4mmの粒の小さな楕円文を縦走させ、内面上部に外面と同様の施文具によ

る楕円文を横走させる。内面は表面の剥離が著しい。 5 ． 6 ． 8は6～10mmの粗大な楕円文を

施文する。 8は楕円の隆起が少ない。 5は文様施文のあとに下半部をナデ消している。 6は文

様施文後に中央をナデ消している。 5と6の土器は施文方法において類似する。

塞ノ神式土器（9～19．24） 9～14． 17･18．24は3～5本単位の凹線を縦横に施文する。

11.14.17はやや間隔を置いて横位の凹線文のみを施す。いずれの外面にも煤が付着する。 9 ．

10．15は横位に4， 5本単位の凹線文を施した後に、縦位に同様の凹線文を施す。 10には斜位

にも一条の凹線がみられる。 24は復元直径21.6cmの底部片である。平底の底部から、一度底部

近くで内側へ屈曲し、ほぼ直線的に外側へ開く器形をとる。凹線は横位と縦位に施文する。 12

は凹線文の屈曲部にあたる。 13は4本単位の凹線文を、間隔を置かずに一部文様を重複させな

がら横位に施文する。 15は横位の沈線の上下に棒状工具による刺突を連続して施す。 16．19は

先端の割れた工具による刺突を2段にわたり施す。 19は口縁部片である。口唇部は平滑にし、

刻み目をいれる。内面には横位の条痕を残す。 16は器壁6mmと薄い。どちらも焼成が悪く、 も

ろい。胎土、焼成より9 ．24、および11．14．18はそれぞれ同一個体と思われる。

条痕文土器（25）内外面ともに同様の条痕を残す。外面の条痕は横位に全面に施されるが、

内面の条痕はやや不規則にはいる。外面には煤が付着する。

20～23．26は型式不明の土器である。 20は口縁直下に微隆起線文を入れる。口唇部は平滑に

作り上げ、刻み目を入れる。内外面ともに条痕を残す。21は外面ナデ調整の後、一条の沈線を

交差させる。内面には条痕が残る。22は幅広の凹線を斜位に交差させる。内外面ともにローリ

ングが激しい。 23は屈曲部に稜を有しながら外に開く器形をとる。外面の屈曲部には、撚糸に

よる施文がみられる。器壁は8mmとやや薄い。 26は丸底状の底部片である。文様は確認できな

かったが、押型文土器の底部になるかと思われる。

2．石器（第9 ･10図第5表図版3下）

28がI層、 25～27．30．31がII層（第1文化層)、 18～21.24が1I1層（第2文化層)、 12．14

～17がⅣ－a層（第3文化層)、 7 ． 8がⅣ－b層（第4文化層)、 6がV－a層（第5文化層)、

l～4力:Ⅶ－a層(第6文化層)から出土した。 5 ． 9～11．13．22．23．29．32は採集品であ

る。

台形様石器（1）わずかに不純物の混じる黒曜石の横長剥片を素材とする。左側縁を折り取

った後に腹面側から急角度の調整が入る。右側縁には打面を残しそこから背面側に平坦剥離を
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施す。基部には調整は及ばない。

ナイフ形石器（6 ．12） 6は黒曜石の横長剥片を素材とする。左側縁の全域および右側縁の

基部にかけて、腹面から急角度のブランテイング調整が入る2側辺加工のナイフである。左側

縁の頭部の調整はやや緩角度になる。刃部には微細剥離が見られる。 12は緑色チャートを素材

とし、基部のみを残す。調整は左側縁にのみ腹、背両面より急角度のブランテイング調整が入
る。

石核（7）表裏両面とも周縁より求心状に加撃し、不定形の剥片を得る。 ヒンジフラクチャ

ーが激しく剥片の剥ぎ取りが困難であったことを示している。

彫器（16）安山岩の縦長剥片を用い、素材剥片の形態を大きく崩さない。右側縁頭部に樋状

剥離を施すが、微細剥離がみられるのは右側縁の中位のみで、樋状剥離面には肉眼では観察さ
れなかった。

台形石器（5 ．13．14） 5は安山岩製の不定形剥片を横位に用いる。左側縁全体に急斜角度

の調整を腹面側から入れる。右側縁には背腹両面より調整が入るが打面部は大きく残す。刃部

には2枚の剥離がみられる。下端部には調整は及ばない。 13は漆黒色黒曜石製の台形石器で、

上半部を欠損する。素材剥片の頭部と端部を折り取った後、腹面右側に平坦剥離を施し、両側

縁に腹面からブランティング調整が入る。調整は下端部には及ばない。 14は緑色チャートを用

いる。下半部を欠損する。おそらく縦長剥片を素材に用いたと思われる。左側縁は背面側に平

坦剥離を施した後にブランティング調整がはいり、右側縁は折り取りを行った後にブランテイ

ング調整を行う。これらの調整により素材剥片の打面と端部を除去する。

細石刃（18～21）いずれも漆黒色の黒曜石を素材とする。 19．20は下半部を折り取り、 18は

頭部と端部を折り取る。 21は寸詰まりでやや幅広となる。 18．19に微細剥離がみられる。

細石刃核（24）漆黒色の黒曜石を素材にする。打面は固定されず、一度細石刃作出をおこな

った後打面を転位し、そこからさらに細石刃作出をおこなう。

石繊（25～29）いずれも安山岩製で、大きな剥離面を残す。25は脚部を残し、ほかを欠損す

る。腹面側には研磨痕がみられる。 27はほかのものに比べ風化の度合いが弱い。側辺が緩やか

に内湾し、全体的に丸みを帯びる。 29は風化が激しい。

石鑑未製品（30）気泡の多く入る安山岩を素材とする。先端部の欠損は新しい。ヒンジフラ

クチャーが著しく、剥片の厚みを減じられなくなったため廃棄されたものと思われる。

スクレイパー（31．32) 31は白色チャートを素材とする。左側縁に平坦剥離による刃部作出

を行い、下端部に急角度のブランテイング様の調整が入る。32は幅広の安山岩製剥片を用いる。

背腹両面から右側縁全体に平坦剥離を施し、刃部を形成する。頂部および左側縁下半部から下

端部にかけて原礫面を残す。左側縁上半部には微細剥離がみられる。

剥片（2～4 ． 8～11．15．17．22．23） 2～4 ． 8 ．15は不定形剥片であり、石材はそれ

ぞれ2 ． 3が風化の著しい黒曜石、 4がシルト質頁岩、 8が安山岩、 15が白色チャートである。

2は左側縁部を、 3は頭部、両側縁をそれぞれ折り取っている。 4の左側縁の欠損は新しい。

17は針尾系黒曜石製の縦長剥片であり、背面に原礫面を大きく残す。 9は上端部の腹，背両面

に数回の平坦剥離がみられる安山岩製剥片である。右側縁を欠損する。 11には右側縁全体にか

けて微細剥離がみられ、左側縁にも一部みられる。安山岩製剥片である。 22．23は細石刃核調

整剥片で、いずれも漆黒色黒曜石製である。

－11－









四まとめ

今回は、第1次調査で西原周辺では初めて出土した百花台型台形石器を面的に把握すると同鯛査目的

時に、AT上位の各文化層についてその枚数、広がりを捉えること、 さらにAT下位における

文化層を確認することを目的として調査をおこなった。

今回新たにV－a層（第5文化層） より二側辺加工のナイフ形石器、Ⅶ一a層（第6文化層） 文化層の分

より横長剥片素材の台形様石器が出土し、第1次調査の成果とあわせて合計6枚の文化層を確離･統合
認することができた(1)。しかしI11～V層にかけてはクラックの発達が著しく、遺物の共伴関係を

捉えることが困難な状況にあり、Ⅳ－a層の第3文化層は上層の台形石器群､下層のナイフ形石

器群の2つに分離できる可能性を、 またⅣ－b層の第4文化層とV－a層の第5文化層は1つ

の文化層にまとまる可能性を残している。

第1文化層(II層）では縄文時代早期の押型文土器・塞ノ神式土器が出土している。 1時期縄文時代早

の土器個体数は少なく、遺構の検出もない。この時期においても旧石器時代同様に小規模なキ期土器
ヤンプ的性格を有していたのであろう。

第3文化層（Ⅳ－a層）より出土した台形石器は、緑色チャートを素材とした小型のものであ台形日器

り、前回出土の百花台型の範鴫で捉えることができる。出土する遺物は砕片・小剥片力箪多いが、

非常に散漫な出土状況である。台形石器の出土点数は1点のみであり、第1次調査出土分をあ

わせてもG－4 ． 5グリッドを中心とした3m四方にまとまり、石器群の範囲はこれ以上広が

らない。

今回最も注目されるのは、第6文化層（Ⅶ－a層） より出土した台形様石器の存在であろう。 AT下位の

九州で同時期の台形様石器を出土する遺跡として熊本県曲野遺跡、同県血毛ヶ峯遺跡、鹿児島台形様石器
県前山遺跡など7遺跡があげられる。当遺跡のものは漆黒色黒峨石製の幅広の剥片を素材とし、

側縁には打面を残し、ブランテイングがあまりはいらないという古拙な様相を呈す。伴出する 石材構成

剥片・砕片は風化の激しい黒曜石・シルト質頁岩で、在地産のもの力ぎ主体を占める（第6図)。

台形様石器の素材に使われる漆黒色黒曜石の剥片・砕片が出土していないのは、 この石器がほ

かから搬入されたものであることを示しているのかもしれない。またAT下位の剥片・砕片は、

在地産安山岩・チャートを主体に遠隔地産黒曜石を伴出するAT上位の様相とは異なることが

指摘できる。

今回の調査で九州において数少ない台形様石器の出土をみたことは、大きな成果であったと

いえる。 しかし調査面積が非常に狭く、出土点数のきわめて少ない現状ではその理解も制約さ

れてしまう。今後調査面積が広がるにつれ、各石器群の把握もなされていくであろう。

註（1）大分県文化課綿貫俊一氏より前回剥片として報告した資料中に今峠型ナイフが存在するとの指摘

を受けた。今後そういったナイフ形石器の存在も考慮に入れる必要がある。
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